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違法伐採とは ? 
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REDD+と合法木材? 
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REDD+：「違法伐採対策」は重要課題の一つと認識 

 違法伐採対策： 1998年前後、国際的共通課題と認識された 

 コンセプトは『違法伐採が持続可能な森林経営(SFM)の阻害要因』 

日本国内の対策は2006年以降本格化 

 NGO: 市場を介した取組み“環境社会配慮木材の調達を”。企業のサプラ
イチェーン管理、調達方針策定＆運用の奨励。 
※フェアウッド・キャンペーン／フェアウッド・パートナーズ 

 政府・業界: 業界内における合法木材の普及・啓発・認知度向上、および
書類手続きの奨励 

森林認証材、国産材、県産材、地域材など 

違法伐採対策は依然道半ば、市場は未成熟 

 最終消費者の環境意識や、違法伐採対策等の認知度向上が課題 

 最終消費者との窓口を有する「小売業界」がキープレイヤーに 
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違法伐採対策／合法木材推進 
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 林野庁補助事業として、全国木材組合連合会が事務局、実施主体
を務め、「違法伐採対策・合法木材普及推進」に取組んでいる 

 2006-2008: 違法伐採総合対策推進協議会 

 国内の合法性・持続可能性証明木材供給事例調査、合法性・持続可能性証明システ
ム検証、ロシア、インドネシアなど主要木材生産国の木材合法証明制度調査、国際
セミナー開催など 

 2009-2011, 2012-: 違法伐採対策・合法木材普及推進委員会 

 合法木材信頼性向上事業(合法木材システムモニタリング含む)、合法性証明木材普
及・供給拡大事業、合法木材ラベリング実証調査など 
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違法伐採対策／合法木材推進(民間視点) 
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 2003-2005: 複写機メーカーや製紙業界で「紙の調達方針」 

 リコー(2003), 富士ゼロックス(2004), 王子製紙、日本製紙、三菱製紙(2005)など 

 EU-FLEGT(EU森林法、施行、ガバナンス、貿易)行動計画策定 

 2005: G8グレン・イーグルスサミット。日本政府は「日本政府の
気候変動イニシアティブ」を公表 

 2006: 改正グリーン購入法施行 

 2007-: 住宅メーカーで「木材調達方針＆ガイドライン」 

 積水ハウス(2007), 住友林業(2007), ミサワホーム(2010)など 

 2008: レイシー法(Lacey Act)改訂 

 2010-: EU木材法制定(2013施行)。公共建築物木材利用促進法施行
(2010)。木材利用ポイント(2013) 



REDD研究開発センター 平成25年度 第一回公開セミナー (2013年10月16日) 

 

合法木材関連の成果と課題 (NGO視点) 
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 木材サプライチェーン川下に位置する木材消費企業 (主に住宅メー

カー)から「環境社会配慮木材」等が要求されるようになり、サプ
ライチェーン川上に位置する企業の取組みが大幅に向上した 
(産地／伐採証明等の書類確認、CoC認証取得など) 

 住宅メーカー →建材(主に床材)メーカー →商社 →問屋 

 オフィス家具メーカーにも波及 

 その顧客の最終消費者の環境意識は向上せず、環境配慮木材の市
場は依然発展途上 

 森林認証材等への価格プレミアムは、生産地ではわずかに実現したものの、国内市
場においては、ほぼ取扱業者が吸収しているのが現状 

 認証ロゴではなく企業独自ロゴや企業ブランドでの販促の傾向 ?? 

 今後、最終消費者との接点を有する小売業界(スーパーチェーン、 

家具流通、DIYなど)に期待 
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フェアウッドとは ?? 

 フェアウッド(FAIRWOOD)とは、伐採地の森林環境や地域社会に
配慮した木材・木材製品のこと 

 最低限、違法伐採でない木材(違法伐採、生態系破壊、地域社会への悪影響、
絶滅危惧種の恐れ) [合法材] 

 生態系や社会に配慮して持続可能に管理された森林からの木材 
[森林認証材] 

 地域住民が自ら適切に森林管理している木材 
[コミュニティ材、フェアトレード]  

 近くの森林から生産された木材 
[国産材・顔の見える木材]  

 修理・再生した木製品 
[Reduce, Reuse] 

 古材や廃材を再使用した木製品 
[Recycle] 
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フェアウッドのすすめ 
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フェアウッド調達 

 フェアウッド調達の実践 

 フェアウッド調達方針の策定・公表 

 既存の木材調達の詳細な現状把握、評価 

 フェアウッドへの段階的な転換 

 上記プロセスの実施体制を社内に構築 

積水ハウス、東急ホームズ、 

地球の芽、ワイスワイス、テラス、 

すわ製作所、朝日ウッドテック、 

オカムラ、乃村工藝社など 

フェアウッド調達に取組む企業 



REDD研究開発センター 平成25年度 第一回公開セミナー (2013年10月16日) 

木材会館 7階ホール 

国際環境NGO FoE Japan (エフ・オー・イー ジャパン) 

三柴 淳一 事務局長／森林担当 
mishiba@foejapan.org 




